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中国、原油輸入2割減
環境対策で地方向け絞る　6・7月

世界最大の原油輸入国、中国で原油の輸入量が急減している。6、7月は前年同月に比べ2割減った。中国当局が環境対策に問題のある地方の独立

系製油所への輸入割当量を減らしたためだ。原油の高値を受け、政府がインフレ抑制へ原油の備蓄を放出し始めたことも一因。景気減速の影響と

の指摘もある。米国に次ぐ石油消費国の輸入減少は原油の国際価格の上値を抑える可能性がある。

中国税関総署によると、1～7月の原油輸入量は3億183万トンと前年同期を5.6%下回った。特にここ数カ月は減速が鮮明で、6月は4013万トンと

2021年に入って最低だった。7月も4124万トンと、両月とも前年同月に比べ2割少なかった。

中国は20年、原油安やエネルギー安全保障の観点から原油を積極的に輸入。6月に5318万トンと過去最高を記録した反動もある。

だが、2カ月連続の大幅減に市場は敏感に反応した。9日のニューヨーク市場のWTI（ウエスト・テキサス・インターミディエート）原油先物は期

近物が一時4.6%安の1バレル65.15ドルと約2カ月半ぶりの安値に急落した。

原油輸入が減った背景に、中国政府による独立系製油所への輸入割当量の引き下げがある。中国政府は石油市場に競争原理を持ち込もうと、15年

から原油の輸入割り当てを国営企業の製油所だけでなく、地方の製油所にも開放した。

山東省などに多く集積する「ティーポット（茶つぼ）」とも呼ばれるこれらの製油所が近年の輸入をけん引。中国の原油輸入量の2～3割に達した

という。

ただ、ティーポットによる石油製品は粗悪品が目立ち、製油所の老朽化も問題になっている。当局の目が厳しくなり、21年後半の輸入割当量は前

年同期比で35%も引き下げられた。

中国の石油市場に詳しい石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）の竹原美佳氏は「最近中国でも脱炭素など環境意識が高まっており、環境

規制を満たさない製油所の取り締まりが強化されている」と指摘する。

政府が原油備蓄の放出に動いたとみられることも輸入減少の一因だ。米ブルームバーグ通信は、政府が7月から原油を市場に供給していると報じ

た。備蓄放出によって国際価格が高止まりする原油の輸入が減れば、国内の物価上昇を抑えることができる。実際、中国政府は資源高へのけん制

として7月上旬に銅やアルミニウムなどの備蓄を放出した。

新型コロナウイルスの再拡大に伴う景気減速も輸入減の一因となっている可能性がある。市場では「当局による移動制限で経済活動が停滞し、エ

ネルギー需要を減退させている」（竹原氏）との声もある。

実際、16日に発表された7月の中国の経済指標は工業生産高をはじめ軒並み弱い結果となり、原油相場の重荷となった。

生産国の協調減産と先進国を中心とした経済回復に伴う需要増が重なり、WTIは7月中旬に1バレル75ドルと年初から6割ほど上昇した。足元は1バ

レル67ドル前後で推移する。

アフガニスタン情勢が急変するなど中東情勢に不透明感が浮上している。半面、世界最大の消費国である米国では景気のピークアウトが懸念され

始めた。中国の原油輸入の減速が続けば「高止まりしている国際原油価格の上値を抑える可能性がある」（野村証券の大越龍文氏）との声もあ

る。
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